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外科 的感 染症 に対 す るNetilmicinの 使 用経験

磯 松 俊 夫 ・橋 本 正 人

北海道大学医学部第二外科

平 田 保

国立療養所札幌南病院外科

今回,我 々は外科的感染症においてNetilmicinの 臨床的検討 を行い以下の結論 を得 た。

1.膿 胸2例,肺 化膿症1例,胸 壁膿瘍1例 の計4例 に本剤 を使用 し,有 効3例,や や有効1例 で

全例に臨床症状の改善がみられた。

2.副 作用に関しては,自 覚的にも他覚的に も本剤に起因す るものは認め られなかった。

1.は じ め に

NetilmiciRは 米国シェ リング社に より 開発 されたア ミノ 配

糖体系抗生物質で,Sisomicinの1位 のア ミノ基 をエチル化 し

て得 られ る半合成 物質であ る。 これに よって ア ミノ配糖体 系抗

生物質の もつ聴器毒性,腎 毒性 を著 し く減 少 させるこ とがで き

る。またNetilmicinの 不活化酵素型に よる耐性菌 に対 する特

長はAAC(3),AAD(2")な どに有効で,こ れ らの耐性菌 の

多い米国お よび西欧では,特 に高 く評価 されて いる1)。 わが国

において も1978年4月Netilmicinに 関する 研究 会 が組織 さ

れ,基 礎的,臨 床的検討が なされ て きてお り,わ れ われ も主 と

して胸部 外科領域 にお ける外科的感染症 に対 し,本 剤 を使用 す

る機会 を得たのでその成 績 を報告す る。

亙.対 象 お よ び 投与 法

対象 と した患 者 は 膿 胸2例,肺 化 膿 症1例,胸 壁膿 瘍

1例 の計4例 で あ る。Netilmicin使 用 直 前 ま で の使 用

薬 剤 は,そ れ ぞれ の 基 礎 疾 患 な ら び に 起 炎 菌 に よ り,

AMK,CEZ,MINO,RFP,INH,SMな どが使 用 され

て い た。(Table1)。Netilmicinの 使 用 法 は1回 投与 量

75～100mg,1日2回 筋 肉 内注 射,i総 投 与 量1,400～

2,600mgで あ っ た(Table2)。

皿.臨 床 成 績

1.投 与 例 の 臨 床 効 果(Table3)

症 例1は50才 女 性,脳 軟 化 症 で加 療 中 に,高 熱 ・呼 吸

困難 を もっ て急 性 膿 胸 を発 症 した の で,AMK1日200

mg,CEZ1日49を 投 与 し,閉 鎖 性 左 胸腔 ドレナ ー

ジに よ り排 膿 をは か っ た が,AMK無 効 の た めNeti1-

micinを1回75mg1日2回 投 与 を行 った 。Netilmicin

投与 直 前 まで の1日 排膿 量 は800m1と 大 量 で あ った

が,Netilmicin投 与 後 漸 次 減少 し,投 与7日 目 には1

日50mlま で著減 した。

症例2は81才 女性,基 礎疾患に糖尿病 を もった肺化膿

症で,MINO 1回100mg,1日2回 投与 を行 ったが

無効のため,Netilmicin 1回75mg,1日2回 筋肉内

注射を16日 間,総 量2,400mg投 与 し胸部 レ線上病巣

の縮少が認められた。

症例3は48才 男性,胸 壁 ・骨結核のためRFP・INH

の投与 を受けていたが,右 前胸壁の発赤,腫 張お よび疹

痛が出現 したので切開 による創の開放療法 を行 っていた

ところ,緑 膿菌感染をみ たので,Netilmicin1回100

mg1日2回 の筋肉内注射を7日 間行 った。その間にお

ける毎 日の開放創 の包交で,ガ ーゼの緑膿色は うす くな

り創 肉芽の膿苔はほぼ消失 した。

症例4は56才 男性,肺 結核のため右肺上葉切除を行っ

た症例であ る。術後右気管支皮膚痩による慢性膿胸を併

発 したため,開 放療法 を行いSM,RFPの 投与を行 った

が,こ れ ら薬剤の効果不充分のため,Netilmicin1回

100mg1日2回 筋肉内注射を13日 間行 った。その間に

おいて排膿量の減少 をみた。

2.感 染症の病 期 ・重症度 ・病型 とNetilmicinの 臨

床効果

われわれのNetilmicin使 用例について,感 染症の病

期 を急性 ・慢性 ・慢性の急性増悪に,重 症度を軽症 ・中

等症 ・重症の3段 階に,病 型を 単純性 ・複雑性 に 分 類

し,Netilmicinの 臨床効果をそれぞれみたのがTable

4で あ る。

3.Netilmicin使 用例の細菌学的効果

Netilmicin使 用例の細菌 学的効果 を一 括 し た の が

Table5で ある。症例1は 膿胸膿汁中 よりGNB(グ ラ

ム陰性菌)が 分離 されていたが,Netilmicin使 用4日

目よ り膿汁の排泄が著 減 したが,膿 汁中のGNBは 不変
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であ った 。症 例2は 肺化 膿 症 で喀 疾 中 にProteusが 分

離 され て い た が,Netilmicin使 用 中 よ りKlesiella,

Pseudomonasに 交代 した 。 症 例3は 右 前胸 壁 膿 瘍二で膿

苔 中にPseudomonas aeruginosaが 証 明 され てい た が

Netilmicin使 用後 の 細菌 学 的 検 索 が行 わ れ て い な い た

め,臨 床 的 効果 は認 め ら れ たが,細 菌 学 的 効果 につ い て

は不 明 で あ る。 症 例4は 喀 疾 中 よ りPseudomoms flu-

orescmsが 分離 されていたが,Netilmicin使 用に より

減少 した。

4.Netilmicinの 副作用について

Netilmicin投 与 前後 の血液像お よび血液生化学的検

査値の変動をTable6に 示 した。各症例 とも投与後に

異常変動を示 した ものはな く,聴 力障害な どの自覚症状

を訴 えた症例はなか った。

Table 1 Clinical cases

* Concominant drug

Table 2 Clinical results

Table 3 Clinical results
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Table 4 Duration, Severity and Type of Disease

Table 5 Bacteriological response

Table 6 Laboratory findings
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w.考 按

感染症において今 日問題 となってい るのは,弱 毒性 と

は言え グラム陰性桿菌 による感染 の増加であろ う2).こ

の感染症の変遷は,術 後感染につい ても同様 の こ と が

言え3).し か もこれらの起炎菌は,従 来常用されて きた

抗生剤に対 して耐性を有 していることが注目され るべ き

点である。 したがってこれ らグラム陰性桿菌に有効な化

学療法剤の開発がすすめ られてきたのは当然 であ る。こ

のなかにあ って選択毒性の面から主力 をおかれたのは,

Penicillin系 としてAmpicillin系 抗生物質,Cephalos-

porin系 としてCephamycin系 抗生物質 などがある。

一方,ア ミノ配糖体系のKanamycin誘 導体DKB,

AMKお よびGentamicin(GM)類 似 のSisomicinが

ある。われわれはSisomicinに 関 して,胸 部外科手術

後 の感染予防,術 後感染症の治療の面 より,す でに検討

しその臨床的有用性について報告 した4)。 今回われわれ

が新たに検討 したNetilmicinは,さ きに も述べたごと

くSisomicinの1位 のア ミノ基をエチル化 して得 られ

た もので,神 経筋遮断作用による呼吸麻痺 は多少強 くな

るが,腎 毒性や聴器毒性は著 しく減少 し,ま た従来の抗

緑膿菌作用をもつ アミノ配糖体系抗生物質 と比較すると

抗菌作用における耐性パ ター ンの特異性な どの特長 をも

っている5)。NetilmicinはGM,Sisomicin,TOBな ど

と同様の強い抗菌力を もち,AMKよ りも優れた感受性

分布を示すといわれてお り,今 回われわれが細菌学的検

討 を行った3例 の成績では,う ち2例 に細菌学的効果が

み られた。今後,グ ラム陰性菌群に よる感染が増加する

現況にかんがみ,こ の方面 にお ける開発が一層のぞまれ

る。
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CLINICAL EVALUATION ON NETILMICIN IN POSTOPERATIVE INFECTION

TOSHIO ISOMATSU and MASATO HASHIMOTO

Second Department of Surgery, Hokkaido University, School of Medicine

TAMOTSU HIRATA

Department of Surgery, Sapporo Minami Hospital

During clinical trials with Netilmicin the following results were obtained :

1. Netilmicin in a daily dose of 150 mg to 200 mg was administered to 4 adult patients which were

empyema, lung absess and chest wall abscess.

2. Clinical response were good in 3 cases, fair in 1 case.

3. No side effects were observed or reported.


